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　　　　　　　Ｉ　序　　　　　論

　今日の我が国にお｀いては，無原則な性情報の氾濫，

援助交際, HIVをはじめとする性感染症の問題，薬物

乱用問題，若者の性の在り方など，性に関わる様々な

問題が指摘されている1)。携帯電話の普及により性産

業の中に高校生が簡単に入っていけるため，出会い系

サイトを利用した援助交際の事件が後をたたない。ま

た，性に関して積極的である一方，知識不足による認

識の甘さが伺え，性感染症の増加や人工妊娠中絶が問

題となっている。さらに，ストーカーなどによる被害

で精神的に傷つき，命までも失うといった事件を耳に

するようになった。

　このように，性に関する意識や価値観が多様化し，

児童生徒を取り巻く社会環境や家庭環境は大きく変化

している。

　性教育の歴史2)3)を見ると，第二次大戦終了以前はほ

とんどされていなかったが，大戦終了以降売春婦が横

行し，復員兵が多数の性病を持ち帰り急増したため，

政府が純潔教育を普及徹底させた｡この純潔教育は｢両

性間の精神的，肉体的関係を正しくするための教導ま

たは対策｣を目的としており，子ども達の発達段階別

に主として精神面，行動面の｢正しいあり方｣を中心

とした指導内容となっていた。しかし, 1960年代に入

ると，欧米から持ち込まれた性解放や女性解放の思潮

が一般の人の中にも浸透し，性否定をうたっている純

潔教育に対する批判が強くなり，性教育が純潔教育に

とってかわった。さらに，1980年代に入ったころから，

-

性教育＝セックス（下半身）の教育から，性教育＝セ

クシュアリティー（人格としての性的人間性）の教育

へと規定され，タブーや偏見から正確な知識へといっ

た新しい性教育が始められた。このように，性教育は

時代背景や社会の変化に伴って変化しており，今日に

おいても変わり続けている性に関する実態に対応した

2I世紀の性教育を考える必要があるのではないかと思

われる。

　村瀬幸浩4）は『「性について一番知りたいこと」と「今

までの性教育で教わったこと」はみごとにズレていて，

このままいくといくら熱心に教えても，本当に知りた

いことには答えておらず，生徒にとって生きる力にな

りえないのではなかろうか』と指摘している。また，

喜多村5）の研究では，『性教育に直面する教師には「何

を，いつ，どのように教えるか」について戸惑いも見

られ，また青少年との意識的ギャップあるいは教師間

における意識の差異などによって困惑している側面も

ある』と言っている。しかし，高等学校では生徒の性

的成熟や性意識，性行動の実態を踏まえ，幅広い観点

から性に関する授業を一層充実させる必要があるとい

うことは，今までの多くの研究でも言われてきた6)7)8)。

　そこで，本研究では思春期から青年前期にかけて，

性への関心も高まる時期である高校生と同一高校の教

師を対象に性の授業の実態を調査した。具体的には性

の授業に対する高校生と教師の意識を把握し，生徒が

教えて欲しいことと教師が教えていることにどのよう

な相違があるのかについて分析した。
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　　　　　　　II　研　究　方　法

１　データの収集方法

　(l)対象及び調査方法

　愛知県下の某国立高校の全校生徒561名(男子198名，

女子363名，１年生201名，２年生190名，３年生170名)

を対象とし，自己記入式質問紙による集合調査法で始

業式後のホームルームの時間を利用し，各学級担任の

配布回収によって行った｡出席生徒553名に質問紙を配

布し，回収数は552 (男子195,女子357)で，回収率は

99.8%,有効回答数543 (有効回答率98.4%)であった。

回答者の性別は，男子191名(35.2%),女子352名(64.

8％)であり，学年の内訳は，１年生198名(36.5%),

2年生181名(33.3%), 3年生164名(30.2%)であっ

た。

　また，上記高校の全教師36名を対象とし，自己記入

式質問紙による集合調査法で，調査当日の欠席者を除

く31名に質問紙を配布した。回収数は23で，回収率は

74.2%であり，すべて有効回答であった。

　（2）調査時期

　2001年４月９日（生徒対象）

　2001年10月18日（教師対象）

　（3）調査項目

　１）生徒に対しての調査項目

　①今まで受けた性の授業

　②今後生徒が望む性の授業

　２）教師に対しての調査項目

　①教師が行っている性の授業

　②今後必要だと考える性の授業

　なお，性に関する授業の項目は，「性教育新指導要項

解説書」9）と先行研究10)11)を参考に21項目を取り上げ

た。

２　分析方法

　生徒と教師を対象とした「今までの性に関する授業」

を明らかにし，性に関する授業の現状を捉えた。また，

今後生徒が望む授業と教師が取り組みたい授業を把握

し，その相違を見た。調査結果は統計ソフトSPSS ｖｅｒ･

sion 10を用い，カイニ乗検定で統計的に処理した。

　　　　　　　ⅡI　結　　　　　果

１　高校生からみた性の授業

（1）性の授業に対する評価

　今までの授業について「勉強になった」と回答した

者は，男子30.5%,女子81.3%と女子の方が多く，有

意な差がみられた（Ｐ＜0.01）（図１）。

（2）高校での性の授業への期待

　　「高校での性に関する授業に期待していますか」と

いう質問に対して，男女ともに「どちらでもない」が

最も多く，女子よりも男子の方に「期待している」者

が有意に多かった（Ｐ＜0.001）（図２）。

　次に，「今までの授業が勉強になったか」と「高校の

授業への期待」の関係をみると,「とても勉強になった」

者のうち49.4%と約半数の者が「期待している」と回

答していた（図３）。また，「全く勉強にならなかった」

と回答した者のうち50.0%の者が「期待していない」

と答えていた。さらに，「まあまあ勉強になった」「あ

まり勉強にならなかった」者のうち「どちらでもない」

と答えた者はそれぞれ75.1%, 61.0%であった。
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　さらに，高校での授業に「期待している」と答えた

者に対して，期待している理由を聞いたところ，男女

ともに「正しい知識を得たいから」が，男子47.4%,

女子48.4%と最も多かった。性別でみると，「おもしろ

い」「関心がある」は，女子よりも男子に，「自分に関

係がある」「他人の考えを知りたい」は，男子よりも女

子に多かったが，有意な差はみられなかった（図４）。

　一方，高校での授業に「期待していない」と答えた

生徒に対して,期待しない理由を聞いたところ，「つま

らない」「日常生活に役立たない」「他から情報を得る」

が多かった。性別でみると，「つまらない」「正しい知

識を持っている」は女子より男子に，「日常生活に役立

たない」「他から情報を得る」「関心がない」は男子よ

り女子に多かったが，有意な差はみられなかった（図

５）。

　図６は生徒が教えて欲しい

内容を示した。生徒が性に関

する授業で一番教えて欲しい

内容として，最も多く挙げて

いたのは,｢実際に日常生活で

役に立つ内容｣であり，男子

58.1％，女子71.6%であった

　(Ｐ＜0.01)。また，｢教科書

の内容(知識的な内容)｣を教

えて欲しいと答えた者は，男

子19.0%,女子7.0％と，女子

よりも男子の方が有意に多

かった(Ｐ＜0.001)。そして。

　｢自分の悩みや疑問に関する

こと｣は男子6.1%,女子13.

6％と,男子よりも女子の方が

有意に多かった(Ｐ＜0.05)

　(図６)。
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２　教師が行っている性の授業

（1）教科による授業での性の内容

　約半数の教師が性の内容を授業で扱っていた。教科

別でみると，保健体育や国語，社会，理科，家庭科等

で扱っていた（表１）。

　授業で教師が教えている内容については，「受精」に

ついて」が30.4%と最も多く，次いで「エイズ」「家族

の役割」がいずれも26.1%で，「生殖器の発達」「結婚」

　「家庭･社会における男女の役割」「男らしさ女らしさ」

はいずれも21.7%であった。

（2）教師が教える必要があると考える内容

　教師は今後，性に関する授業で教える必要がある内

容として，「日常生活で役に立つ内容」を52.2%と最も

多く挙げており，次いで「生徒の疑問や悩みに関する

こと」が47.8%であった（図７）。

表１　高校で教えている性の項目
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３　性の授業に対する生徒と教師のニーズ

　生徒が教えて欲しい項目と

教師が教える必要があると考

える項目について図８に示し

た。生徒は，今後教えて欲し

い項目として,｢エイズ｣が38.

3％と最も多く，｢避妊｣30.

4％，｢結婚｣22.9%,｢性交｣

21.3%,｢性感染症(エイズを

除く)｣20.2%の順であった。

　また教師は，教える必要が

あると考えている項目とし

て，｢性感染症(エイズを除

Ｏ)41.2％が最も多く，次い

で｢避妊｣，｢性被害から身を

守ること｣がいずれも35.3%。

　｢性情報への対応のしかた｣

が29.4%の順であった。

　次に，生徒が教えて欲しい

項目について性別で比較した

ものを表２に示した。｢避妊｣

　(Ｐ＜0.05)｢結婚｣(Ｐ＜0.05)

　｢胎児の成長と出産｣(Ｐ＜0.

001)は男子よりも女子の方が

有意に多かった。また逆に，

男子よりも女子の方が有意に

多かった項目は，｢性交｣(Ｐ＜

0.01)，｢男女の体のしくみ｣

　(Ｐ＜0.001)であった。

表２　生徒が教えて欲しい項目 (男女別) (複数回答)

※:P<0.05
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　　　　　　　　考　　　　　察

１　高校生が望む性に関する授業

　今までの性に関する授業が勉強になったと評価して

いる生徒が８割いるものの，今後の授業に期待してい

る者は約１割，どちらでもない者が約７割あり，性に

関する授業にあまり関心がないことが伺える。

　しかし，今までの授業がとても勉強になったと感じ

る生徒は，今後の授業に期待している者が多く，逆に

今までの性の授業が勉強にならなかった者ほど，これ

からの性に関する授業に期待していなかった。このこ

とから，今まで受けてきた性の授業が，生徒の今後の

授業の取り組む姿勢に影響を与えているとことが明ら

かになった。

　また，生徒が「正しい知識を得たい」と考えている

背景を見てみると，性情報の中には，科学的で正確な

情報や悩み・疑問に対して正面から答えているものも

ある反面，誰でも入手できる雑誌，マンガ，写真集，

ビデオの中には不正確な情報や性行動をあおるものも

あることが挙げられる。さらに，生徒の性の相談相手

としては友達が一番多いという現状を考えると，友達

が必ずしも専門的な正しい知識を持っているとは言え

ず，適切な答えが返ってくるとは限らないため，高校

生が性に関する正しい知識を得られていないことが推

察できる。そのため，高校生は学校での性に関する授

業を，正しい知識を得る機会として期待していること

が伺える。また，大切なことを教えて欲しいと感じて

いる生徒がいる一方，おもしろい内容を学びたいと

いった，性を興味本位に考えている生徒がいることも

心しなければならない。

　生徒が授業に期待しない理由では,「授業の内容がつ

まらないから」，「学校で学ぶ内容は自分の日常生活に

は役に立たないから」，「他から情報を得るから」が多

く，学校での性に関する授業を当てにしていないこと

が伺える。このことから，生徒は授業で扱う内容を自

分に関係のある事柄として捉えておらす，授業で学ん

だことが生徒の生活に影響を与てえいないが本当は興

味があり，自分の日常生活にすぐに役立つ内容を教え

て欲しいと思っていることが明らかになった。また。

　「性に関する授業の時間が少ないから」，「あまり詳し

く教えてくれないから」，「今まで受けた性に関する授

業が役に立たなかったから」といった授業に関する理

由も多く，生徒はこれまでに受けた授業に対する不満

から高校での授業に期待していない者もいることがわ

かった。

２　高校で行われている性の授業

　高校は担当教科制であるため，どの教師も性に関す

る内容を扱っているわけではないが，保健体育科の他

に様々な教科で扱っており，薙野ら12)の報告にもある

ように，性に関する内容が幅広い分野で生徒に教えら

れていた。

　各教科で教えている性に関する内容では，「受精」。

　「エイズ」，「家族の役割」を多く扱っていた。「受精」

は，保健･体育の他に生物でも扱い，「家族の役割」は

保健・体育の他に家庭科でも扱っているため多かった

のだと考える。また，「エイズ」はｅイズ教育が注目さ

れるにつれ，その重要性が広く理解されることで，教

材や指導方法が充実してきたためだと考える。

３　生徒と教師の性に関するニーズ

　生徒が高校での性に関する授業で教えて欲しいのは

日常生活で役に立つ内容であり，具体的な項目として

最も多かったのは「エイズ」であった。また，今まで

受けた性に関する授業で印象に残った項目でも「エイ

ズ」が最も多かった。このことは，社会的にエイズが

問題となっている事柄である13）と同時に，エイズの授

業は教材が多く，生徒にとって興味の持てる内容であ

るからではないかと考えられる。

　次いで，「性交」とそれに関わる「避妊」も教えて欲

しいと思っている生徒が多かった。高校生にとって性

交が自分に関係のあることとなっており，エイズを含

む性感染症が身近な問題となっているため，避妊の種

類や方法等詳しいことを知りたいと思っていることが

伺える。「性交」は女子よりも男子の方が教えて欲しい

と思っていた。この背景には性交が高校生にとって無

関係なことではなく，竹＃14）の研究の「異性への接触欲

が高校３年生では，男子が90.8%,女子が34.0%と男

女間に差がある」という結果からも明らかなように，

男子の方が異性に触れたいという願望が強く，性交に

興味・関心が強いことから，正しい知識を教えて欲し

いと思っていることが伺える。一方，「避妊」は，男子

よりも女子の方が教えて欲しいと思っていた。久野

ら15）の研究に,「高校生が避妊に関して必要であるとい

う認識を持っている根拠は『高校生であるため経済力

がなく，妊娠したら困るし，大変である』という内容

であった」という結果が示されている。このように，

高校生は経済的にも出産することが難しい時期であ

り，避妊を行わず妊娠した場合，身体的にも精神的に

も傷つきやすいのは女性であるためではないかと考え

られる。そして，興味本位ばかりでなく，高校での授

業に期待している者や大切な内容を扱う授業を望んで

いる者が「性交について」「避妊」を教えて欲しいと思っ

ており，高校生の関心がこれらのことに集中している

ことが明らかとなった。

　　「結婚」についての項目が上位にきた背景には，

16～18歳という年頃が結婚に夢やあこがれを抱いてい

ることが挙げられる。また，性別で比べると，男子よ

りも女子の方が教えて欲しいと思っていた。このこと

は，「『将来結婚したいか』という質問に対し，中高生
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全員の女子が『したい』と答えており，女子の結婚願

望はきわめて高い」という東京新聞16）の結果からも,女

性が結婚・出産を人生における大きな行事として捉え

ていることが伺える。

　　「胎児の成長と出産」の項目は，印象に残った内容

として挙げられていたが，高校で教えて欲しい項目と

しては上位に挙げられていなかった。このことは，妊

娠・出産が今すぐ自分に関わる事柄ではなく，もっと

先の将来のことであるため，それほど教えて欲しいと

思っていないのではないかと考えられる。しかし，男

子よりも女子の方が教えて欲しいと思っているのは，

妊娠･出産を経験するのは女性であり，将来のために，

女子が関心を持つことはうなずける。

　教師は今後，教科書の知識的な内容より日常生活に

役立つ内容や生徒の悩みや疑問に関する内容，将来に

役立つ内容を教える必要があると思っており，具体的

な項目としては「性感染症（ｅイズを除く）」が最も多

かった。この結果の背景には，近年若年者の性感染症

が増加しているといったことが挙げられる。産経新

聞17）によると，『性感染症疾患全体で十代後半の女性で

27.0%,二十代前半21.0%と広がっており，中でもウ

イルス性の新タイプの性感染症とされる性器クラミジ

ア感染症は十代後半で男性の4.6倍となっている』とい

う調査結果がある。このように性感染症が広がってい

るのは，性交渉を持つことに特別な抵抗感を持つこと

のない若者の「性の自由化」，「自分だけは関係ない」

といった無関心さや，不十分な性教育が存在するとい

われている。学校での性教育においても「誰が感染し

てもおかしくない」という認識をさせるべきであると

考える。

　また，避妊を「受胎調節」として扱うため，まだ高

校生には必要ない，また避妊を教えることは，高校生

に性交を奨励していると思われそうであり，避妊の知

識を悪用して遊びの性交が行われることも考えられる

からといった理由から，高校生への避妊の指導はきち

んと行われてこなかった川｡しかし現代,前にも述べた

　「高校生の性交経験」のデータ18）にもあるように『高校

生にとって性交はありうること』という前提に立つこ

とが必要である。このような現状を目の当たりにし，

教師は生徒にとって避妊の正しい知識が必要であると

認識し始めているため，「避妊」を教える必要がある項

目として挙げたことが考えられる。高校生には性交は

早い，結婚するまで性交するべきではないという理想

論を掲げ，性交･避妊について教えないというのでは，

高校生の性の実態から目を背け，望まない妊娠，中絶

や性感染症といった問題が横行するのを防げない。性

交はありうることという前提に立ち指導を行えば，避

妊についても正しい知識を教える必要があるというこ

とになると思われる。また，避妊は知識だけでなく実

際に行うことができなければ知らないも同然である。

-

　「1996年調査　児童･生徒の性」19）によると「高校生の

避妊の実行状況が『いつも避妊する』と答えたのは男

子36.0%,女子30.9%と低く，高校生の避妊に対する

意識は低い」という現状がある。とりあえず，一通り

の知識を教えるというのではなく，生徒自身が性交と

いう場面を迎えた時に正しい避妊を行うことができる

ように指導することが大切である。そのために，実習

的な指導など，授業方法を考えていく必要があるので

はないかと考える。さらに，今回の調査では「性被害

から身を守ること」や「性情報への対応のしかた」も

教える必要があると考えている教師が多かった｡「青少

年性行動調査」6）による『男子の20％程度，女子の

40～70％が何らかの性的被害を経験している』という

結果からみても，ストーカーが社会問題となるなど性

に関する犯罪が増加している現状からみても，このよ

うな性被害から身を守る方法や，氾濫している不正確

で歪められた様々な性情報を見極め対応していく力を

身に付けさせる教育が必要であると考える。

　　　　　　　Ｖ　結　　　　　語

　教師・生徒ともに教科書に沿った内容だけでなく，

生徒が直面し，悩んだり疑問に感じている内容が必要

であるという点では一致していた。一方，生徒は自分

に関係あることを教えて欲しいと考えているのに対し

て，教師は，生徒が自分を守ることができるような内

容を教える必要があると考えていた。また，生徒は自

分自身の将来を見据えてよりよい人生を送るために必

要となるであろう情報を得ることを授業に求めている

のに対し，教師はこれから社会に出ていく生徒が性犯

罪や性被害に巻き込まれたり，意に添わぬ人生を送る

ことのないように必要な知識を授業で教えたいと願っ

ていることが明らかになった。

　これらの結果から生徒のニーズを反映しながらも，

教師の思いや生き方にまで触れた授業を行うことによ

り,広い視野を待った生徒を育成することが望まれる。

　なお，本論文の要旨は，第45回東海学校保健学会

　(2002年10月，愛知）において発表した。
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